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■地区中文祭開催！吹奏楽部＆

学級合唱の部に３年１組が出演！
11月４日（木）、11月５日（金）に岩手県民会

館大ホールを会場に盛岡地区中学校総合文化祭

が開催されました。本校からは４日に吹奏楽部、

５日の学級合唱の部に３年１組が出演しました。

４日（木）に出演した吹奏楽部の皆さんの演

奏は、校長会議が重なって残念ながら聴くこと

ができませんでした。高見先生からの報告では、

３年生が引退して初めてのステージを務めた１

・２年生は精一杯自分たちの持ち味を出して伸

び伸び演奏をしたと聞きました。役員をしなが

ら本校吹奏楽部の演奏を聴いた盛岡地区の先生

方からは、３年生引退後の１・２年生だけの演

奏でもサウンドが豊かでレベルの高い演奏であ

ったという感想をいただきました。

５日（金）に出演した３年１組の学級合唱は

会場で聴くことができました。

何よりも良かった点は、言葉

の意味内容、その背景にある

心情や情景を理解して、言葉

の抑揚や語感を大切にして歌

っていたこと、そして各パー

トの声の音色や響きが抜群に

良かったです。そして曲調に

合った音楽の流れを活かした

発音と発声に充分留意しながら、強弱やテンポ

などに気

をつけて

歌い、充

実した豊

かなハー

モニーの

演奏でし

た。音楽

と言葉の融合が感じられ、聴く者の心に訴えか

ける名演でした。指揮者を見つめる真剣な眼差

しからは、学校の代表としての風格がにじみ出

ていて、責任感、意気込み、誇りが伝わってき

て感動しました。

３年生の皆さんには今後も学校生活の中で諸

活動をリードして、最後の授業である卒業式で

も心に残る素晴らしい卒業合唱を創り上げてく

れることを期待します。

学校の代表として素晴らしい演奏を披露して

くれた吹奏楽部、３年１組の皆さんに心から感

謝するひとときとなりました。

■第２回矢巾町音楽祭＆

第56回矢巾町芸術祭 開催！
11月６日（土）～７日（日）、田園ホールにお

いて矢巾町音楽祭が開催されました。十分なコ

ロナ感染症対策をしながら、矢巾町内の各学校

の児童生徒の日頃の学習や部活動の成果を披露

する場として開催の運びとなりました。

本校からは吹奏楽部が出演しました。すでに

先月で引退している３年生以外の１・２年生の

みで演奏する２回目の演奏の機会となりました。

この音楽祭を通して、矢巾町の皆さんに元気と

活力を与える良い機会となりました。そして、

音楽性あふれる素敵な演奏が披露され、感動の

ひとときとなりました。吹奏楽部の皆さん、あ

りがとうございました。

■授業研究会開催！
10月28日（金）は学校公開研

究会が開催される予定でしたが、

コロナウィルス感染症対策のた

め中止となりました。その代替

措置として、午後から校内授業

研究会を行いました。当日は、

国語、社会、数学、理科、英語、

音楽、保健体育の７教科の授業が公開されまし

た。その授業への指導・助言のために７名の指

導主事の先生、矢巾町教育委員会から和田教育

長の他２名の職員の皆様をお迎えしました。本

来であれば、紫波地区小・中学校の先生方、県

内各地の先生方、県外の北海道から沖縄までの

先生方も参加したい意向をいただいており、本

来は1,000名以上の先生方の来校が予定されてい

ました。私としては、全国の先生方に矢巾中学

校の生徒の皆さんが真摯に学習に向き合う姿を

見ていただきたかったので残念で仕方がありま

せん。当日の生徒の皆さんは学習に積極的に向

き合う姿が印象的でした。また、公開授業がな

い学級の皆さんも自習課題にじっくり真剣に取

り組む姿が嬉しかったです。そして指導主事の

先生方や矢巾町教育委員会の先生方に日頃の皆

さんの学習に向かう姿や様子を見ていただけた

ことを嬉しく思う１日でした。
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